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ま
ま－ｍa‐［接頭］真。名詞・副詞について、真実の正確な正しい混ざりけのないなどの意
味を表す。まぐくる（真心)、まにしぃ（真北)、まさがんてい－（正確に)。
ま一ｍａｘ［名］間。何かのあいだにはさまった空間や時間。部屋。いつしゃくな－ま－
ゆとうい（－尺ずつ間をとる)。ま_ゆとうい－よ－んな－あいい（間をとっ
て、ゆっくり言え)。さんじよ－いま－（三畳の間)。
ま－ｍａｘ［名］形｡跡。ある事が行われた旨が、そのものによって分かるしるし｡ったちい
たいま_（叩いた跡)。くるまいとう－いたいま_（車が通った跡)。⑳ぬぶたぬま－
ぬちぃふう（おできの跡がつく）。
ま_い、azi［名］まり。遊ぶための円形のたま。ぐむま－い(ゴムまり)。ぬいま－い(布
まり)。かび－ま－い（紙まり)。⑳ま－いゆちぃふう（まりをつく）。
ま－い、axi［名］まわりばんこ。順番。１１頂ぐり。ゆいま－い（結を順ぐりにやること)。
ひとうま－い（－回り)。ふぅたま－い（二回り)。みま_い（三回り）ゆま－い（四回
り)。
ま－い、axi［動］回る。中心を軸にして動くことをくり返す｡⑳くまぬぐるぐるてい－
ま－い（独楽がぐるぐると回る)。
ま－〈maxku［名］円。丸いもの。球形のもの。ま_くむぬ（丸いもの)。ま－くじぃ_
（丸い字)。⑳じぃ－んま_く_かちぃ（地面に九を描く)。
ま－くかんmazkukaO［形］丸い。輪や球の形をしている様子。⑳ま－くふうない(丸
くなる)。じゅ_ぐゃぬちぃつちゅ－ま－くかん（十五夜の月は丸い)。
ま－くじぃmaxkudzYx［名］丸い字。角の少ない丸まった字形。しかくじぃ－(四角い字）
の対。⑳ま_くじぃ－ひ－かふぅ（丸い字で書く)。
ま－〈は－maxkuhaz［名］丸い葉。広葉樹などの広い葉。ながば－（長い葉。針葉樹な
どの葉）の対義語。
ま－くばたmazkubata［名］丸い腹。太って丸く出つばったお腹。⑳び－る－いみ－
ま－くばたんない（ビールを飲んで丸い腹になる)。
ま－<ばらmaxkubara［名］丸い柱。丸い形をした柱。しかくばら（四角い柱）の対。
主として床の間に使用する。⑳ま－くばらひ_とう<－ちゅふうう（丸い柱で床の
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間をつくる)。
ま－くふうじぃmaxkufudzY［名］丸首。シャツなどのえりが丸いもの。
ま－くふうちぃmaxkufutSY［名］丸い口。驚いた時などの丸い形をした口。⑳ま－くふう
ちいんない（丸い口になる)。
ま－くみ－maxkumix［名］丸い目。丸い形をした目。驚いた時などの丸い形の目。なが
み－（長い目）の対。
ま－くみはなmaxkumihana［名］丸顔Ｑ丸い形をした顔。ながみはな（長い顔）の対義
語。⑳うだい－ま－くみはなんない（太って丸顔になる)。
ま－〈みんmaxkumiM名］丸い耳。丸い形をした耳。先のとんがった長い耳は、ながみ
んと言う。⑬かいがみんな～(彼の耳は丸い耳だ)。
ま－くむぬmaxkumunu［名］丸いもの。丸い形をしたもの。言い切りの形としても用い
られる。ながむぬ(長いもの)。しかくむい(四角いもの)。⑳みだま－ま－くむい(ビー
玉は丸い)。
ま－しぃmaxSY［名］回し。ぐるぐる回すこと。⑳うとう－いゆま－つさうむつしむ
ぬ（オトーリー（酒の飲み方）を、回すのはおもしろい)。
ま－しぃmaxsY［動］回す。順々に送り渡す。物を輪を描くようにぐるぐる動かす。⑳く
まうま－しぃ（独楽を回す)。さきゅ_ま－しぃ（酒を回す)。
ま－しぃmaxSY［動］死ぬの丁寧語。亡くなる。死ぬはしいんと言う。⑳しゅ－がどう
ま－さまいたい（おじいさんが亡くなられた)。
ま－しいかたmaxSYkata［名］回し方。回す方法。回す様子。⑳かいがさきいま－しい
かたうみ_る（彼の酒の回し方を見ろ)。
ま－しいぬんmaxSYnuU［名］回し飲み。順番にそって移行して飲むこと。⑳ま_しいぬ
んなひーさきゅ_ぬん（回し飲みで酒を飲む)。
ま－しぃばんmaxsYbaO［名］回し番。回し飲みをする時、回すのを担当する順番の人。
⑳ちぃぎゃ_ばかどうま－しぃばん（次はぼくの回し番だ)。
ま－すmaxsu［名］塩。食塩。舌を刺すような味のする、一見砂糖に似た白い結晶。調味
料として用いる。⑳ま_すひ－，あつじゆちいきい（食塩で味をつける)。
ま－すじぃさmazsudzYki［名］塩漬。食べ物を腐敗しないように、また味をつけるため
に塩で漬けたもの。んすじいき（味噌漬)。⑳ま_すじいきんあしぃ（塩漬にする)。
ま－すに－maxsunix［名］塩煮。塩だけで味をつけて煮ること。味噌で味をつけて煮るこ
とには、んすに－と言う。⑳いう－ま_すに_ひ－ふあう（魚を塩煮で食べる)。
ま一すみじぃmaxsumidzY［名］塩水｡塩を含んだ水、また海の水｡⑳ま－すみつじゅぬ
ん（塩水を飲む)。
ま一だきmaxdaki［名］真竹。竹の一種。節の長い大きな竹。物干しざおなどに用いる。
－１１０－
Hosei University Repository
ま－にmaxni［名］植物の一種。クロツゲ。小供達が剣にして、チャンバラごっこをす
る。御嶽などに多く繁植する。⑳ま－にひ－かたなうちゅふううけロツゲの木で
剣を作る)。
ま－ぬ－maZnux［副］あまり。度が過ぎる様子。⑳みや_<_ま_ぬ－つしっふあ
にゃ－ん（宮古はあまり寒くはない)。
ま－ぴmaxbi［名］真似。まねること。⑳ひとうぬま－びゅ－あしぃ（人の真似をす
る)。
ま－ぴあしぃmaxbiaSY［動］真似する。他の人などに似た動作を行う。⑳かいがま－ぴ
あしぃ（彼の真似をする)。
ま－ぷらmaxpura［名］めまい。目がくらむこと。ふらふらして立っていられないような
状態のこと。⑳ま－ぷらひ－たち－うらいん（めまいで立っていられない)。
ま－まｍａｘｍａ［名］げんこつ。にぎりこぶしで頭をたたく。⑳ま－まうふあ_しい(げ
んこつをする)。
ま－んてい－maxntix［副］本当に。真実に。ま－んてい－ぬくとう（本当のこと)。⑳か
りや－ま－んてい－はり－にや－ん（彼は本当に帰ってしまった)。
ま－んてい－ぬmazntixnu［連体］本当の。確かな。ま－んてい－ぬむぬ（本当の事)。
まいｍａｉ［名］前。自然の状態で、目や顔の向いている方向。てぃび(後)の反対側。⑳
まいんかいあいふう(前に歩く)。その時より早い時間の意でも用いる。⑳まいんあ
いたいよ－んあっす(前に言った様にしなさい)。ただし、接尾語として｢三人前」「男
前」などの表現はない。
まいｍａｉ［名］米。稲のもみを取り去ったもの。日本人の主食とする穀物。ばりまい(粒
の小さい米)。⑳まいゆにい（米を煮る)。
まいｍａｉ［動］放る。大便をする｡っすまい(大便をすること)。⑳つす－まい(大便を
する)。
まいｍａｉ［助］～も。類似した事柄を挙げたり、同じ事柄が他にもあることを言外に表し
たりする｡またそのものが例外ではないということを示す｡⑳っぶあがいふうていが－
ばんまいいかでい(君が行くのならぼくも行こう)。さるまいき－からうてぃどう
しぃ（猿も木から落ちる)。なお、、惜しくも敗れた」「店にもよりけりだ」のような表現
はない。
まい－ｍａｉ－［接頭］毎゜～ごと。それぞれの。まいかい（毎回)。まいとうしぃ（毎
年)。かいぬか_じぃ（毎回)、とうしいぬか_じぃ（毎年)のようにも言う。⑳まいとう
しぃかでぃふうつちやふう－どうしぃ（毎年台風は来る)。
-まい‐ｍａｉ［接尾］枚。紙・板・ハンカチなどを数える時用いる。いちまい（－枚)、に
まい（二枚)、さんまい（三枚)、ゆんまい（四枚)、ぐまい（五枚）のように数える。
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-まいｍａｉ［接尾］鍋など大きさを示す単位。さんまいなび(三枚鍋)、しんまいなび(四
枚鍋)。
まいあがいmaiagai［動］舞い上がる。ほこりなどが舞うように揺れながら、上に移動す
る。⑪ふきいまいあがい（ゴミが舞い上がる)。
まいあとうmaiatu［名］前後。前と後ろ。⑳まいあとぅ－まさがんてい－
あっす（前後を正しく（考えて）しなさい)。
まいいびmaiibi［名］米植え。田植え。稲植え。⑳まいいびゃ－
く－むぬ（稲植えはきつい)。
まいかがんmaikagaU［名］前かがみ。上半身を前に曲げること。⑳まいかがんなひ_
うがん（前かがみで拝む)。
まいがきmaigaki［名］前がけ。相手の足に足をかけて押し倒す相撲の技の一つ。⑳まい
がきひ－たうしぃ（前がけで倒す)。
まいがきmaigaki［名］前かき。牛馬が前足で地面をかくこと。⑳ぬ_まいまいが
きゅ－あしぃ（馬が前かきをする)。
まいかたmaikata［名］前方。前の方。自然の状態で目や顔の向いている方向。てぃびか
た（後方）の対。⑳まいかたんかいあいき（前方へ歩け)。
まいがりmaigari［名］前借。賃金を前もって借りること。⑳まいがりゅ－あしぃ（前借
をする)。
まいかんmaikaU［形］近い。距離などが普通より小さい様子。とう－かん（遠い)、ゆ
か－まかん（遠い）の対。⑳ばがや－やいんからまいかん（ぼくの家は海から近
い)。ただし、「目が近い」や「近い間柄」などの表現はない。
まい〈んmaikuU［動］（新）舞い込む。どこからともなく、突然入ってくる。⑳とう
いいまいくん（鳥が舞い込む)。
まいざがいmaisagai［名］前下がり。前後そろうべきものの前部が後部より下になって
いること。てぃびさがい（後下がり）の対義語。⑳まいざがいやひ－ちぃぃ（前下
がり（状態）で着る)。
まいしぃじぃmaiSYdzY［名］飯粒。米粒。⑳まいしいつじゅひすい（米粒を拾え)。
まいすがい、aisugai［名］前支度｡前もって支度や準備をすること。⑳まいすがいゆあ
しぃ（前支度をする)。
まいしゆ－maixlux［名］（新）毎週。－週間ごと。⑳かりや_まいしゅ－
ふううどうしぃ（彼は毎週来る)。
まいだ－らmaida:ｒａ［名］米俵。米を入れるための袋、また米の入った袋。⑳
まいだ－らうカコたん（米俵を担ぐ)。
まいだにmaidani［名］米種。稲種。稲の苗。⑳まいだIこゅ－いびい（稲の苗を植え
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る)。
まいちいきmaitsTki［名］毎月。その月ごと。つきづき。⑳でいんいまいちいきうく
い（金を毎月送る)。
まいでいま－maidimaz［名］前手間。仕事をしない前に受け取る賃金。⑳まいでいま_
ゆぃいい（前手間を貰う)。
まいどうないmaidunai［名］前隣。家の玄関に面した隣の家。まいどうないいや－（前
隣の家)。
まいないmainai［名］前なり。前になること。⑳まいないあとうないひ－
あいふう（前になったり後になったりして歩く）。
まいにちぃmainitSY［名］毎日。その日ごと。来る日のたびごと。⑳まいにちぃしいか
まんかいかゆう（毎日仕事に通う)。
まいい－い、ainuxi［名］前乗り｡馬などの前方よりに乗ること｡⑳まいい－いゆあしぃ
（前乗りをする)。
まいぬはじぃmainuhadzY［連語］前の足。前足。動物の前の方の足。てぃびぬはじぃ(後
の足）の対。⑳まいぬはじいぬどうぶり_うい（前足が折れている)。
まいぱ－maibaX［名］前歯。口の前にある上下各四本の歯。⑳まいば_ひ－むぬ－か
ん（前歯でご飯を噛む)。
まいぱいmaibai［名］マイバイ。屋号名の一つ。集落の南支部に属する。
まいばらいmaibarai［名］前払い。買い入れたり借りたりすることを確実にするため
に、代金などを前もって払うこと。⑳まいばらいやひ_むぬ－かう（前払いをし
て、物を買う)。
まいふうがmaifuga［名］利口。言うことをよく聞くこと。まいふうがやらび(利口な子
供)。
まいふうちぃmaifutSY［名］前口。家などの前に面した入口。あとうふうちぃ（後口）の
対。
まいぶたいmaibutai［名］前額。額のこと。単にふうたい（額）とも言う。⑳まいぶた
いぬがば－かん（額が大きい)。
まいまいｍａｉｍａｉ［名］前々・以前。そのことの起こる以前。⑳まいまいから
っぶあがくとう－ぎゃ－つし－どううい（前々から君のことは知っている)。
まいむどういmaimudui［動］舞い戻る。元の場所に帰ってくる。⑳うちいな－からま
いむどうり－ふうう（沖縄から舞い戻ってくる)。
まいゆ－maijux［名］毎夜。夜ごと。⑳まいゆ－とういぬなちぃ（毎夜鳥が鳴く）。
まうｍａｕ［動］舞う。凧が上がる。⑳かびとういぬまう（凧が舞う)。
まうがんmaugaU［名］マウ神。神名の一つ。守護神。人や場所を守る神様。⑳
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まうがんぬうがん（守護神を拝む)。
まうきmauki［名］儲け。利益を得ること。⑳まうきぬどうがば－かい（儲けが大き
い)。うどうき（損）の対。
まうきいmaukii［動］儲ける。利益を得る。うどうきい（損する）の対義語。⑳でいん
いまうきい（金を儲ける)。
まうきしいかまmaukiSYkama［名］儲け仕事。利益が多い仕事。まうきしいぐとうとも
￣＞
言う。
まうきしいぐとうmaukiSi垣mtu［名］儲け仕事。まうきしいかまとも言う。⑳まうきしい
ぐとう－とうみい（儲け仕事をさがす)。
まうきむぬmaukimunu［名］儲け物。儲けた物品。⑪まうきむぬ－ばきる（儲けた物
を分配しなさい)。
まうとうmautu［名］まっすぐ。少しも曲がらない様子。正直。まうとぅなびとう(正直
な人)。⑳き－ぬまうとうんんびい（木がまつすぐに伸びる)。
まかいmakai［名］お碗。食べ物を盛るための食器。碗に盛った飲食物を数える助数詞。
ひとうまかい（一碗)、ふうたまかいに碗)、みまかい（三碗)、ゆまかい（四碗)、い
ちいまかい（五碗）のように数える。
まがいmagai［名］曲り。曲ったもの。まっすぐでないこと。⑳んちぃいまがいゆな
うし（道の曲りを直せ)。
まがいmagai［動］曲がる。まっすぐでなくなる｡⑳かにふうじいぬまがり－うい(釘
が曲がっている)。
まがいかどうmagaikadu［名］曲り角。道の曲がっている角の部分。⑳まがいかどう－
ひだいんかいまがい（曲り角を左に曲がる)。
まがいぎ一magaigix［名］曲った木。まつすぐに生えていない木。まうとうぬき－(まっ
すぐな木)。⑳まがいざ－ゆすり－<－（曲った木を切って来い)。
まがいでい－magaidix［名］曲った手｡骨折などによってまっすぐでなくなった手。ゆが
でい－とも言う。
まがいはじぃmagaihadzY［名］曲った足。まっすぐでない足。ゆがはじいとも言う。
まがいゆだmagaijuda［名］曲った枝。まっすぐでない枝。すんびゆだ（まっすぐな枝）
の反対語。⑳まがいゆだうすい（曲った枝を切る)。
まがいんちぃmagaintSY［名］曲りくねった道。まっすぐでない道。まうとうぬんちぃ
（まっすぐの道）の対。⑳まがいんつちやあいちぃぐりかん（曲りくねった道は歩き
にくい)。
まかしぃmakaSY［動］負かす。勝負などで勝つ。戦意を失うようにする。⑳いふうさ－
ひ－まかしぃ（戦さをして負かす)。
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まかしぃmakasY［動］任す。他のなすままにゆだねる。⑳や－ちゅふう－やさやふう
んまかし（家造りは大工に任せ)。
まがたまmagatama［名］勾玉。昔、日本で装身具として使った玉。めのうや水晶など。
まかないmakanai［名］賄い。食事をととのえてもてなすこと。
まかなうmakanau［動］賄う。心をくばって、食事をととのえてやる。ごちそうしてや
る。
まがらしいmagaraSY［動］曲げる。まっすぐのものを曲線をつくるようにする。⑳ばん
じぃがにゅ－まがらしい（針金を曲げる)。
まがりやmagarja［名］曲っているもの。手足などが曲っている人。てい－まがりや(手
の曲っている人)。はじいまがりや（足の曲っている人)。
まきｍａｋｉ［名］旋毛。つむじ。うずまいた毛。ふうたいまき（二つつむじ。生意気で気
’性が荒いといわれている)。
まきｍａｋｉ［名］負け。戦意を失うこと。カユちぃ（勝）の対義語。またかぶれること。か
ちぃまき（勝負)。⑳っぶあ－まき（君は負けだ)。
まきあぎいmakiagii［動］巻き上げる。ぐるぐる巻いて上げる。
まきい、akii［動］負ける。戦意を失う。カコちぃ(勝つ)の対。⑳しぃまうとうい－ま
きい（相撲をとって負ける)。また皮膚がかぶれる意にもなる。⑳つすいひ－か－ぬ
まきい（薬で皮膚がかぶれる)。
まぎいmagii［動］（新）曲げる。まっすぐのものを曲線をつくるようにする。普通ま
がらしい（曲げる）を用いる。⑳かにふうつじゆまぎい（釘を曲げる)。
まきいふうさmakiifusa［名］負け戦。勝ちめのない戦い。かちぃいふぅさ（勝ち戦）の
対。
まきかいしぃmakikaisY［動］巻き返す。巻いて元にもどす。
まき〈んmakikuO［動］巻き込む。巻いて中に入れる。仲間や事件に関わらせる。⑳ひ
とう－まきくんな（人を巻き込むな)。
まきじぃまmakidzTma［名］負け相撲。勝てない相撲。かちぃじぃま（勝ち相撲）は対
義語。
まきたばくmakitabaku［名］巻たばこ。きざみたばく（刻んだたばこ）を紙で巻いて包
んだもの｡ってい－（煙管）で吸うこともある。⑳まきたばく－ふうちぃ（巻たばこを
吸う)。たばこを吸うことは、ふうちぃ（吹く）と言う。
まきむぬmakimunu［名］巻物。書画を長く表装し、軸に巻いたもの。⑪まきむぬ－ゆ
ん（巻物を読む)。
まきちぃふうmakitSYfu［動］巻きつく。その物の回りを囲むようにして、離れないよう
になる。⑳どう－んかいんないまきちいふう（体に綱が巻きつく）。
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まきちらしぃmakitIiraSY［動］（新)撒き散らす。撒いていたる所に行くようにする。⑳
たにゅ－まきちらしぃ（種を撒き散らす)。
まぎりmagiri［名］間切。明治41年の市町村制以前の行政区画の単位。英祖王の時でき
た。いらうまざり（伊良部間切)。
まくｍａｋｕ［名］幕｡空間を隔て飾りなどにする、長く広い布のこと。⑳まく－はい(幕
を張る)。
まくｍａｋｕ［名］（新)膜。動物の諸器官をおおう薄い皮。み－ぬまく（網膜)。⑳まくぬ
どうう_い－うい（膜がおおっている)。
まぐｍａｇｕ［名］竹などで編んでつくった篭。縦に長くなっている。芋や野菜などを入れ
て担ぐ。⑳まぐんかい、ん－ぬいりい（篭に芋を入れる)。
まくがんmakugaU［名］ヤシガニ。蟹の一種。夜行性。食用となる。
まぐくるmagukuru［名］真心。本当に尽くし奉仕する気持。⑳まぐくる－くみい(真
心を込める)。
まくとうmakutu［名］誠。本当のこと。まくとうぬくとう（本当のこと)。真実。正
直。まくとうん（誠に）は副詞的に働く。⑳まくとうんしいでいがほ－どう
あたい（誠に有難かった)。
まぐみんmagumiU［名］マグ（篭の一種）の形に似た丸く大きな耳。音をよく聞く耳と
いわれている。
まさいmasai［動］勝る。優れる。相手のものと比較して、良い状況にある。うとうい(劣
る）の反対語。⑳かりや一いうとういんどうまさり－うい（彼は魚とりに勝って
いる)。
まさかmasaka［副］まさか。よもや。その可能性がありそうに思えない様子。⑳まさか
かいがく－でいが（まさか彼が来るまい)。
まさがんmasagaU［副］正しく゜正確に。気をつけて丁寧に行う様子｡⑪どう￣がな￣
ゆぎや－まさがんかきよ－(自分の名前は正確に書けよ)。まざがんてぃ一(正しく）
とも言う。⑳まさがんてい_かきよ－（正確に書けよ)。
まさみｍａｓａｍｉ［名］（新）正目。上下にまつすぐにのびた木目。
まさゆみmasajumi［名］正夢。事実となって現れるような夢。さかゆみ（さか夢）は反
対語。⑳まさゆみゅ_みい（正夢を見る)。
まさりやmasarja［名］勝る人。優れた者。まさいびとう（勝る人）とも言う。
ましぃｍａＳＹ［名］まし。よりよい。一方よりは勝ること。⑳くいとうかいとうやく
いがどうましぃ（これとあれとはこれが良い)。
ましぃｍａＳＹ［名］升。量を計る四角い容器。また量を示す助数詞。ひとうましぃ（－
升入ふうたましぃ（二升)。
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まじぃmadzY［副］まず。最初に６先に。おおよそ。⑳まじいちゃ－ゆからいみ(先
ずお茶をから飲め)。うりや_まじぃまちいがいにゃ－ん(それは、おおよそ間違
いない)。
まじぃmadzY［動］まぐ。`性交する。男女が合体する。動物の場合は、ちぃ－う（つる
む、交尾する）を用いる。ひ－まじぃ（性交)。
ましぃぎたmaslgita［名］石垣。石を壁のように積み重ねたもの。
ましいたmasYta［名］真下。ちょうどそのものの下に当たる所。⑳はしいいましいた
んどういんぬうい（橋の真下に犬がいる)。
ましかくmalikaku［名］真四角。正方形をしている様子。ましかくいじぃ－（真四角の土
地)。⑳ましかくんや－ゆちゆふうう（真四角に家を造る)。
まじいむぬmadzTmunu［名］まじもの。幽霊。魔物。化け物。人間をまどわすもの。⑳
まじいむぬいいでいい（幽霊が出る)。
まじいむいばなしぃmadzYrnunubanaSY［名］幽霊話。幽霊に関する話。⑳まじいむぬば
なつすあしぃ（幽霊話をする)。
まじゃmad3a［名］（地)真謝。地名の一つ。西原の東側に位置する海岸･は￣りくじい
（ハーリー）を行う所。５月４日には、西原の人々は皆出かけて行って、そこで海神祭
を行った。漁場としても機能する。
まじやいmad3ai［動］混ざる。異質なものがあるものの中に入っている。⑳かび－でい
んとうかにでいんいまじゃり－うい（紙幣と硬貨が混ざっている)。
またmatａ［副］また。再び、何かに関連してある事を述べる様子。⑳かいまいまた
く－ん（彼もまた来ない)。またかいんかいどういじゃうたい（また彼に会った)。
接続詞として機能する。⑳しいとうむてや－いう－ちぃ－たいまたひ－ま_
う_ざ_あす－たい（朝は魚を釣った。また昼は泳いで遊んだ)。
またmatａ［名］股。一つのもとから二つ以上に分岐しているもの。また歩幅で距離を計
るときに用いる助数詞、またぱい（股ぐら)。き－ぬまた（木の股)。ひとうまた（－
股入ふうたまた（二股)、みまた（三股)、ゆまた（四股)、いちいまた（五股）のよう
に数える。
またいちいふうmataitSYfu［名］またいとこ。両方の親がいとこ関係にあること、またそ
の人。
またがいmatagai［名］又借り。人が借りたものを、さらに他人が借りること。⑳またが
いゆあしぃな（又借りをするな)。
またがいmatagai［動］跨る。またを広げて馬などに乗る｡⑳ぬ－まんかいまたがい(馬
に跨る)。
またがらしいmatagarasY［名］又貸し。自分が借りたものを、さらに他人に貸すこと。
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⑳またがらつすあしぃ（又貸しをする)。
またしぃmataSY［動］待たせる。⑳ひとぅ_またしぃ（人を待たせる)。
またじぃmatadzY［動］跨ぐ。股を広げて物を越える。⑳んず－またじぃ（溝を跨
ぐ)。
またじいりmatadzYri［名］股擦れ｡内股の皮膚が擦りむけること｡⑳またじぃりひ－や
んかん（股擦れで痛い)。
またてい－matatix［副］またと。再び。二度と。またてい_にゃ－ん（二度とな
い)。⑳くまんかいやまたてい－く_ん（ここには二度と来ない｡)。
またどうないmatadunai［名］また隣り゜隣りの隣こと。
またぱいmatabai［名］股ぐら。両ももを広げた時の空間。またばしとも言う。
またばしmatabali［名］股橋。股ぐら。またぱいとも言う。⑳またばしゅ－ひすぎい
（股ぐらを広げる)。
まだまｍａｄａｍａ［名］真玉。たま。ちぃかさんま（神女）などが手に持つ玉。祭祀の時
に使う。
まだらmadara［名］斑。ぶち。地色と違う不規則の円形模様。まだらぬ－ま（斑馬)。
まだらぬ－まmadaranuxma［名］斑馬。不規則な円形模様のある馬。
またんまがmatammaga［名］また孫。曾孫。孫の子。ひいまご゜んまｶｺﾞは孫のこと。
まちあかしぃmatliakaSY［動］（新)待ち明かす。人を待ちながら夜を明かす｡⑳ひとぅ－
まちあかしぃ（人を待ち明かす)。
まちぃmatsY［名］まち。市場。生産物を持ち寄って売買する所。西原は平良市街地にあ
る市場で買物をする。⑳まちいんかいむぬかうが（市場に品物を買いに)。
まちぃmatST［動］撒く。蒔く。⑳みつじゅまちい(水を撒く）。たにゅ－まちい(種
を蒔く）。
まちぃmatSY［動］待つ｡何か来ることを期待して時間を過ごす｡⑳ひとう－まちい(人
を待つ)。
まちぃmatSY［動］巻く。長い物の一端を中心に、丸くおりたたむ。いとうまちぃ（糸巻
き)。⑳まきむぬ－まちぃ（巻物を巻く）。
まちいがいmatSYgai［名］間違い。正しくない状態であること。まちいがいぐとう（間
違い事)。
まちいがいいmatSYgaii［動］間違える。見当違いなことをする。⑳じぃ－ゆまちぃが
いい（字を間違える)。
まちぃかでぃmatSTkadi［名］巻風。旋風。つむじ風。
まちいぎmats垣ｉ［名］まつ毛。まぶたのふちにある毛。ながまちいぎ(長いまつ毛)。ま
るまちいぎ（短いまつ毛)。⑳まちいぎぬういい（まつ毛が生える)。
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まちいぎ－matsrgix［名］松｡木の皮は亀甲状に裂け､葉は針状の常緑高木｡⑳まちいぎ－
ゆいびい（松を植える)。
まちいくがりいmatsYkugarii［動］待ち焦がれる。待ち続けて、心が落ちつかない。⑳
どうつすまちいくがりい（友達を待ち焦がれる)。
まちぃぐむmatSYgumu［名］巻雲。高空に生じる繊維状の白雲。夏に多く現れる。
まちぃじぃぶんmatSYdzYbuU［連語］蒔き時。種を蒔くのにいい時分。⑳たにゅ－ま
ちぃじぃぶんどうなり－うい（種を蒔く時になっている)。
まちいったりい、atSTttarii［動］もつれる。糸状のものがからみ合う。
まちぃどう－しいかんmatSYduxSYkaO［形］待ち遠しい。あるものを待って心が落ちつか
ない状態。⑳きじやいぬまちぃどう_しいかん（祭りが待ち遠しい)。
まちいなかmatSYnaka［名］町中、商店などが集まっているにぎやかな場所｡⑳まちいな
かんどうかいむい－ひ－うたい（町中で買物をしていた)。
まちばりmatlibari［名］（新)待ち針。縫い止めのしるしや、ずれたりしないために止め
ておく、頭に小さな玉のある針。ぬいばり（縫い針）の対。針には、はいと言う。
まちいま－い、atSYrnaxi［名］町回り。市場を回ること。⑳まちいま－いやひ－うく
り－にゃ_ん（町回りをして、遅れてしまった)。
まつ－ｍａＱ－［接頭］真。真の。純粋の。正しい。などの意を示す。まっかつか_（真
赤)。「真白」「真黒」「真青」などはない。
まっかmakka［名］真赤。確なに赤であるという状態。⑳みはないどうまっか（顔が
真赤だ)。
まっかつか－makkakax［名］真赤。まっか（真赤）と強調形。確かに真赤である様子。
まっこ－makkox［名］（植）はりつるまさき。ぐんぱいうめづる。鑑賞用として鉢植え
にする。⑳まっこ_ゆいびい（はりつるまさきを植える)。
まつしいぐmassfgu［名］真っ直ぐ。少しも曲がらない状態。まうとう（真っ直ぐ）とも言
う。まつしぃぐぬばう（真っ直ぐの棒)。⑳まつしぃぐんない（真っ直ぐ゛になる)。
まつしよ－じきmalloxd3iki［名］（新）真っ正直。どの点から見ても嘘がない様子。⑳か
りや－まつしよ－じき（彼は真っ正直だ)。
まったくmattaku［副］全く。まるっきり。そっくり。どこから見てもそう思われる様
子。⑪みや－く－まったくあちいむぬ（宮古は全く暑い)。
まっちゃmattla［名］町屋。店のこと。商店。商品を並べて商売をするところ。カコ－しい
う－まっちゃ(菓子を売る店)｡つすいう－まっちゃ(薬を売る店)｡⑳まっちゃんかいむ
ぬかうが（店に物を買いに)。
まつでいいmaddii［動］混ぜる。異質のものを何かと一緒にする。⑳んたとう
みつじゅまつでいい（土と水を混ぜる)。
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まっていくってい、attikutti［名］まぜこぜ。いろいろなものが混ざること。⑳まってい
くっていんなり－うい（まぜこぜになっている)。
まつとう－mattux［副］（新)全う゜あることを最後まで行う様子。⑳どう－がしいか
まうまつとう－あしぃ（自分の仕事を全うする)。
まつふあmaffa［名］枕。寝るときに頭を支えるもの。き－まつふあ(木の枕)、たきまつ
ふあ（竹の枕)、てい_まつふあ（手の枕）などがある。たかまつふあ（高い枕)。びだ
まつふあ（低い枕)。⑳まつふあうあしぃ（枕をする)。
まてぃだ、atida［名］真日。真太陽。神聖な太陽。
までいむぬmadimunu［名］まぜ物。まぜご飯などのようにまぜたもの。⑳までいむい－
ちゅふうう（まぜ物をつくる)。
まとうmatｕ［名］的｡矢などを当てる目標。また集中するところ｡⑳まとうんかいや－
ゆいい（的に矢を射る)。ひなんいまとうんない（非難の的になる)。
まどうｍａｄｕ［名］暇。緊急の仕事がなく、自由な時間のある状態。ひまとも言う。⑳
きゅ－やまどう－にゃ_ん（今日は暇はない｡）
まどうｍａｄｕ［名］窓。採光や空気の入れ替えのために壁などにもうけた仕切り。たかま
どう（高窓)。⑳まどう－しみい（窓を閉める)。
まとううmatuu［動］（新)まとう。巻いて体を包むようにする。ちいんいまとうう(着
物をまとう)。
まとうまいmatumai［動］（新）まとまる。個々のものが、全体として－つの集まりにな
る。⑳しいまぬひとうぬひていちいんまとうまい（集落の人が－つにまとまる)。
まとうみいmatumii［動］（新）まとめる。個々のものを－つの集まりにする。⑳いつさ
ちいぬしゅむちいんまとうみい（－冊の本にまとめる)。
まとうむｍａｔｕｍｕ［名］（新）直接に。正面から。正当に。⑳ぼ－るぬかなまいんかい
まとうむんあたい（ボールが頭にまともに当たる)。
まないかんmanaikaU［形］やさしい｡おとなしい。まないびとう(やさしい人)｡⑳しゅ－
やまないかん（おじいさんはやさしい)。
まなちぃmanatSY［名］真夏。暑さのまつ盛りの夏。まふうゆ（真冬)の対。⑳んなま－
まなちぃ（今は真夏だ)。
まなちやmanatIa［名］まな板。庖丁で料理の材料を切る時に敷く厚い板。⑳まなちゃん
す－ゆきざん（まな板に野菜をきざむ)。
まにmanｉ［名］畝。作物を植えるために、土を長く盛り上げた所。ながまに（長い
畝)。⑳はいゆかでい－まにゅ_ちゅふうう（畑を耕して畝をつくる)。また畝の
間の低い所に数える助数詞。ひとうまに（一畝)、ふうたまに（二畝)、みまに（三畝)、
ゆまに（四畝)、いちいまに（五畝)、むまに（六畝)、ななまに（七畝)、やまに（八
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畝)、くくまに（九畝)、とうまに（十畝）と数える。
まにしぃmaniSY［名］真北。正確に北である方向。まはい（真南）の反対側。因に、真
東や真西に相当する話はない。⑪まにしいんどうふしぃぬいでい－
うい（真北に星が出ている)。
まにや－うmanjaxu［動］間に合う。それで用が足りる。時間内に行動を行う。⑳いちじ
ぬばしいんまにや－う（一時のバスに間に合う)。
まにんぎんmaniUgiU［名］真人間。まともな人間。⑳まにんぎんなり－ふうう（真人
間になって帰る)．
まはいmahai［名］真南。正確に南である方向。まにしぃ（真北)の反対側。⑳まはいか
らかでいぬふうちぃ（真南から風が吹く）。
まばらmabara［名］（新）まばら。物や人が少しずつ有る状態。⑳ひとうぬどう
まばらんうい（人がまばらにいる)。
まひｍａｃｉ［名］（新)麻揮｡筋肉や神経が正常に働かない状態｡⑳てい－ぬどうまひひ_
むゆかん（手が麻癖して動かない)。
まふ－maxluz［名］真帆。風を受けるのに全開の状態にある帆。かたふ－（片帆）は対
義語。⑳ふうにぬまふ－ひ－はいちいぃ（舟が真帆で走しる)。
まふ－maxlux［名］（新）魔法。トリックによる術。
まふうたちぃmafutatSY［名］（新)真二つ。丁度同じ大きさの二つになる様子。⑳まふう
たちいんばり－にや－ん（真二つに割れてしまった)。
まふうゆmafUju［名］真冬。最も寒い冬の最中。まなちぃ（真夏）の対。⑳みや－く－
まふうゆんまいま－ぬ－つしっふあにや－ん（宮古は真冬もあまり寒くない)。
まぶしいmabusY［動］（新)まぶす。物の表面にまんべんなく行きわたるようにする。⑪
あんぬまぶしぃ（餡をまぶす)。
ままｍａｍａ［名］まま。継。血のつながっていない旨を表す。ままつふぁ（継子)。まま
は'よ（継母)。
ままｍａｍａ［名］まま。その通り。成行きに任せること。うぬまま(そのまま)。⑳くちい
ぬままい_リーくう（靴のまま上がって来い)。
ままやうmamaUja［名］まま親。血のつながりのない親。じいちいぬうや（実の親）の
対。
ままきやうだし、mamakjaudai［名］まま兄弟。血のつながらない兄弟。
ままつふあmamaffa［名］まま子。血のつながっていない子。じぃちぃいつふあ（実の
子）の対。
ままはIまmamahaha［名］（新）まま母。血のつながらない女親。
まみｍａｍｉ［名］豆。マメ科の植物の種。腎臓のことも指す。あかまみ(赤豆)。っふうま
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み（黒豆)。小さいの意の「豆電球」「豆自動車」の用法はない。
まみあっぶあmamiavva［名］つけ油。顔などにつけるクリーム状の油｡⑳まみあっぶあ
うみはなんかいぬい（つけ油を顔に塗る)。
まみいｍａｍｉｉ［動］つける。油などを塗る。⑳あっぶあうからじいんかいまみい(油
を髪につける)。
まみが－mamigax［名］豆の皮。豆を包んでいる表皮。⑳まみが－ゆはがしぃ（豆の
皮をはがす)。
まみかしぃmamikaSY［名］豆粕。大豆から油をしぼったあとの粕。
まみがらmamigara［名］豆がら。豆の実を取ったあとの茎やさやなど。⑳まみがらう
とうい（豆がらを取る)。
まみじぃmamidzY［名］真水。塩分を含まない普通の水。ま一すみじぃ（塩水）の対。
⑳まみっじゅぬん（真水を飲む)。
まみなｍａｍｉｎａ［名］もやし。大豆などの種子に水をつけ、芽を出させたもの。「もやし
人間」の表現でひょろひょろした人間の意味はない。
まみない－ちぃmaminaiztsM名］もやしの油いため｡料理名の一つ｡⑳まみない－つちゅ
ちゅふうう（もやしの油いためをつくる)。
まみまちぃmamimatSY［名］豆蒔き。豆の種を畑に蒔くこと。まみまちいとうきゃ（豆
蒔き時期)。
まむし、ｍａｍｕｉ［名］守り。守ること。守護。まむいかた(守りかた)。⑳ほ－ゆまむい
やあたりまいぬくとう（法を守るのは当然のことだ)。
まむし、ｍａｍｕｉ［動］守る。守護する。害を受けないようにする。⑳ひとう－
ていきからまむい（人を敵から守る)。
まむぬｍａｍｕｎｕ［名］（新)魔物。魔性を持つもの。ばけもの。⑳まむぬ－うとうるしい
むね（魔物は恐ろしい)。
まやくmajaku［名］（新）麻薬。アヘンや大麻など幻覚作用を持ち、習'慣的になる薬物。
まゆｍａｊｕ［名］猫。家畜として飼われるネコ科の哺乳動物。み_まゆ(雌猫)。びきまゆ
（雄猫)。カコうきまゆ（飢えた猫)。⑳まゆ－ちぃかなう（猫を養う)。
まゆｍａｊｕ［名］繭。幼虫が口から分泌物を吐いてつくる、生糸の原料となるもの。
まゆｍａｊｕ［名］眉。まゆげ。うしぃまゆ（薄い眉)。うだまゆ（太い眉)。まゆぎ（眉毛）
とも言う。⑳まゆ－すい（眉を剃る)。
まゆいmajui［名］迷い。迷うこと。決断がつかないこと。
まゆうmajuu［動］迷う。決断がつかず、ぐずぐずする。
まゆきmUjuki［名］魔除け。悪魔をよせつけないこと。またそのためのもの。屋根の上
に置くし－さ-（獅子）は、魔除けになるといわれている。
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まゆじいみmajudzrrni［名］眉墨。眉をかくための墨。⑳まゆじぃみひ_まゆ_か
ふう（眉墨で眉をかく）。
まゆぎmajugi［名］眉毛。目の上にある毛。単に、まゆとも言う。⑳かぎまゆざんあ
しぃ（きれいな眉毛にする)。
まゆ〈majuku［名］真横。すぐ横。確かな横。⑳まゆくんならび_あいふう（真横
に並んで歩く）。
まゆなかmajunaka［名］真夜中。夜ふけ。⑳まゆなかんなんっちゅぎゃ_あいかん
（真夜中には道を歩かない)。
まゆはぎゃmajuhagja［名］眉の禿げた者。眉がうすくなった人。
まらｍａｒａ［名］男根。男'性の生殖器。陰茎。ペニス。ふうぐいは、睾丸のこと。
まらういぴとうmarauibitu［名］女好きな人。好色な男。まらうやとも言う。
まらうやmaraUja［名］陰茎が生えた者。女好きな男。
まらかうかんmarakaukaU［形］陰茎がかゆい。男性の生殖器がかゆい様子。
まらばんきゃmarapaOkja［名］陰茎のむくれた者。男根のむくれた男。好色者の意味で
も使う。
まるｍａｒｕ［名］（新)丸。円形や球形であるもの。⑳あたり－ういむぬんかいまる－
ちぃきる（正しいものに丸をつけろ)。ま_く（丸）とも言う。
また接頭語として、そっくりそのまま、あますところなくなどの意味で用いられる。
まるぐとう（丸ごと)。まるまうき（丸儲け)。
さらに接尾語として、船などの名を示すのに使う。いきままる(池間丸)。ふんまる(本
丸、城郭の内部)。
まるいだしぃmaruidasY［名］丸出し｡隠すことがなく、全てを出すこと｡⑳みや－くふう
ちぃまるいだっさひ－うむっしむぬ（宮古弁丸出しで面白い)。
まるうmaruu［動］転ぶ。何かにつまづいたりして倒れる。⑳しいびり－まるび－
にゃ－ん（すべって転んでしまう)。
まるうどうきmaruuduki［名］丸損。利益がなく、全く損をする。まるまうき（丸儲け）
は対義語。⑳きゅ_やふう_やＩこや_だまるうどうき（今日は運悪く丸損だ)。
まるかんmarukaO［形］短い。長さが普通より少ない。⑳くいいんびつちやまるか
ん（この鉛筆は短い)。
まるきmuruki［名］（新)丸木｡切ったままの丸い木｡⑳まるきゅ－やまからうるしい
（丸木を山から降ろす)。
まるく゛とうmarugutu［名］丸ごと。その形のままであること。全部｡⑳っぶあがむち－
ういむい－まるぐとういだし（君が持っているものを全部出せ)。
まるじいむmarudzYmu［名］短い心。短気。気が短いこと。出来上がりが待てない`性
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分。ながじいむ（気がながい）の対。まるじぃむびとう（短気な人)。⑳かりや－まる
じいむ（彼は短気だ)。
まるじぃむかんmarudzrmukaU［形］気が短い。出来上がりが待てず、いらいらする性
分である様子。⑳まるじいむかいばはなしいぬひらいん（気が短いので、話が出来
ない)。
まるじぃむびとうmarudzTmubitu［名］短気な人。ながじぃむびとう（気が長い人）の
対。⑳かりや－まるじぃむびとう（彼は短気な人だ)。
まるじいんmarudzYU［名］短い着物。農作業がしやすいように短くした着物ｄ足のすね
にかかる程の長さである。ながじぃん（長い着物）の対。
まるすでmarusudi［名］短い袖。またその着物。まるすでぃじいんとも言う。ながすでい
（長い袖）の対になる。
まるすでぃじぃんmarusudidzYU［連語］短い袖の着物。対義語は、ながすでぃじいん(長
い袖の着物）である。⑳まるすでぃじぃんいちいぃ（短い袖の着物を着る)。
まるずみmarudzumi［名］丸染め。衣服などをほどくことなく、そのまま染めること。
⑳まるずみんあしぃたいちいん（丸染めにした着物)。
まるたmaruta［名］（新)丸太。皮をはいだままの丸い材木。⑳まるたうちいん(丸太
を積む)。
まるちぃmarutSY［動］しばる。まるく束ねる。くずれないように、縄などで巻きつけて
結ぶ。⑳たむぬ－まるちぃ（薪をしばる)。
まるでい－marudix［名］短い手。またその人。まるでい－びとうとも。ながでい－(長
い手）は対義語。
まるでい－かんmarudixkaU［形］手が短い。⑪まるでい－かいばいきや_いん（手が
短いので、とどかない)。ながでい－かん（手が長い）は反対語。
まるでい－びとうmarudixbitu［連語］手が短い人。単にまるでい－とも言う。
まるどういmarudui［名］丸取り。全部取ること。⑳まるどういやひ_だり－
にや－ん（丸取りをして疲れてしまった)。
まるいどうmurunudu［名］短い喉。口の奥の部分が短いこと。対義語は、ながぬどう(長
い喉）となる。飲み込みがスムーズに行かない喉の意でも用いる。
まるいんmarunuU［名］丸呑み。かまないで全て呑みこむこと。⑳はうぬまるぬんぬ
あしぃ（蛇が丸呑みをする)。
まるばうじぃmarubaudzY［名］丸坊主。髪を剃った頭。⑳かなまいゆまるばうじいん
あしぃ（頭を丸坊主にする)。五十年代の生徒は、ほとんど坊主頭姿であった。
まるはじぃmuruhadzY［名］短い足。ながはじぃ（長い足）の対義語。
まるはじぃぴとうmaruhadzTbitu［名］足が短い人。ながはじぃびとう（足が長い人）の
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対。⑳かりや_まるはじぃびとうど－（彼は足の短い人だぞ)。
まるはだかmaruhadaka［名］丸はだか。衣類を何一つ身につけてないこと。⑳やらびぬ
まるはだか－ひ－んつちゅあいふう（子供が丸はだかで道を歩く）。
まるぱつしmaruballi［名]丸忘れ。すっかり忘れること。⑳まるばつしや_ひーなう
まいふん（すっかり忘れて何もしない)。
まるふうじぃmarufudzY［名］短い首。ながふうじぃ（長い首）の対。⑳まるふうじいや
いばふうじいぬかば－ちゃみ－らいうい（短い首だから、襟が大きく見える)。
まるぶにmarubuni［名］短い骨。背が低いこと。ながぶに（長い骨）の対義語。
まるぶにかんmurubunikaU［形］骨が短い。背が低い。ながぶにかん（骨が長い）は反
対語である。
まるぶにびとうmarubunibitu［連語］骨が短い人。背が低い人。⑳ばんていがや－に
んじゅ－まるぶにびとう（ぼくの家族は背が低い者だ)。
まるぶんmurubuU［名］丸い盆。形の丸い盆。しかくぶん（四角い盆）の対。⑳まかい
ゆまるぶんかいぬ－しる（椀を丸い盆にのせろ)。
まるまうきmurumauki［名］丸儲け。元手をかけず、収入の全部を儲けること。まるう
どうき（丸損）の対になる。
まるまるてい－murumarutiz［副］丸々と。よく太っている様子。⑳あかっぶあぬどう
まるまるてい－うだい－うい（赤ちゃんが丸々と太っている)。
まるみいmarumii［動］（新)丸める。丸くする。⑳かび－ゆまるみ－しいていい(紙
を丸めて捨てる)。
まるみ－らいmarumixrai［名］丸見え。見られたくないものが、すっかり見られてしま
うこと。⑳や－ぬなかぬまるみ一らいやひ－はじいかしいむぬ（家の中が丸見
えで恥ずかしい)。
まるむつすmarumussu［名］短いむしろ｡普通のものより長さが少ないむしろ。ながむつ
す（長いむしろ）の対。
まるやきmarujaki［名］丸焼け。火事などで、すっかり焼けること。⑳や－ぬまるや
きんなり－にや－ん（家が丸焼けになってしまった)。
まるやちぃmarUjatSY［名］丸焼き。元の形のままで焼くこと。わ－ぬまるやちぃ（豚の
丸焼き)。とういぬまるやちぃ(鶏の丸焼き)。⑳かちゅ－ゆまるやちいんあしぃ(鰹
を丸焼きにする)。
まるゆ－marujux［名］短い世。短い世の`中。またある人が支配する時代が短いこと。な
がゆ_（長い世）は対義語。⑳たいしよ－じだいやまるゆ－ど－（大正時代は短い世
だぞ)。
まんmaU［名］万。数の単位。千の十倍。数量が極めて多い意味にもなる。いちまん(－
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万)、にまん（二万)、さんまん（三万)、ゆんまん（四万)、ぐまん（五万）と数える。
まんｍａＯ［名］満。十分な状態。また年月が来て、端数のない数になること。まんいち
にん（満一年)。⑳ばがっふあ－まんふうた_ちぃど￣（ぼくの子供は満二歳だ
ぞ)。
まんいちmapitli［名］（新）万一。万が一・可能性は少ないが、生じるかも知れない出来
事。また副詞的に、もしもの意味を表す。まんいちいば－しい(万一の場合)。⑳まんい
ちばがく＿だか－つぶあがいき（万一ぼくが出来なければ、君が行け)。
まんいんｍａｐｉＵ［名］（新）満員。あらかじめの定員に達すること。また会場などが－杯に
なる状態。⑳ばつさまんいんど_（バスは満員だぞ)。
まんがmaOga［名］（新)漫画。子供向けの話を、絵を中心にして書いたもの。⑳まんが
ばか－いゆん（漫画ばかり読む)。
まんきmaUki［名］（新)満期。ある期限に達すること。⑳ばがちいとうみや_まん
きなり－どううい（ぼくの勤めは満期になっている)。
まんぎちぃmaUgitSY［名］満月。月がまんまるに輝く現象。十五夜の月。まんぎちいぬ
ちいちい（満月の月)。⑳きゅ_やまんぎちぃ（今日は満月だ)。
まんじや〈mand3aku［名］万尺。屋号名の一つ。大工の家系で、集落の西支部に属す
る。
まんじゆ－mand3ux［名］（植）パパイヤ。熱帯産の常縁高木で、長円形の実がなる。実
は食用。実は黄色くなると、甘く独特のいい匂いを発する｡野菜いためとしても用いら
れる。まんじゅ_ぎ_（パパイヤの木)。⑳まんじゅ－ゆあっぶあひ－い￣ちぃ（パ
パイヤを油でいためる)。
まんじゆ－mand3ux［名］饅頭。これた小麦粉の中にあんを入れて蒸した菓子。⑳まん
じゅ－ゆふあう（饅頭を食べる)。
まんじゆ－ぎ－mand3uxgix［名］（植）パパイヤの木。熱帯産の常縁高木。長円形の実をつ
ける。
まんていんmantiU［名］（新)満点。試験などで、規定点数の最高点のこと。⑳まんてい
んいとうい（満点をとる)。
まんなかmannaka［名］真ん中。四方から同じ距離にある位置。んなかとも言う｡や￣
いまんなか（家の真ん中)。⑳ふうた_いがまんなかんびい（二人の真ん中に座
る)。
まんにんmanniU［名］万人。ほとんど全ての人。多くの人。ばんじん。まんにんぬにが
い（万人の願い)。⑳へいわ－まんにんぬにがい（平和は万人の願いだ)・
まんにんmanniU［名］万年。長い時間。⑳かみや－まんにん（亀は万年だ)。
まんぴよ－mambjox［名］（新）万病。あらゆる病気。まんびょ￣ぬっすい（万病の
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薬)。⑳さきや_まんびょ－いつすいど－（酒は万病の薬だ)。
まんまいｍａｍｍａｉ［名］真ん前。真正面。進行方向のまっすぐ前。や_いまんまい（家
の真正面)。⑳くるまいまんまいゆいんぬあいちい（車の真ん前を犬が歩く）。
まんまんてい－mammantiz［副］満々と。満ちあふれる様子。⑳みじいぬまんまん
てい－たみらい_うい（水が満々とためられている)。
み
み－ｍｉ－［接頭］御。神仏などに関する語につけて、尊敬や丁寧の意味を表す。みふとう
き（み仏)。みくくるい心)。⑳みふとうきぬどうたしいき－ふい－さまい（み仏
が助けて下さる)。
-み‐ｍｉ［接尾］み。その状態を有するものであることを表す。ふうかみ（深み)。あかみ
（赤み)。
-み‐ｍｉ［接尾］目。物などの順番を表す。またそれだけの数に当たることを示す。にどう
み（二度目)。いちにんみ（－年目)。みつかみ（三日目)。
みあてぃmiati［名］めあて。目標。方向の指針となるもの。
みあいｍｉａｉ［名］見合い。結婚の意志のある男女が、相手を知るために会うこと。
みあぎいmiagii［動］見上げる。仰ぎ見る。みうるしい(見おろす)の対｡⑳ていんいみ
あぎい（空を見上げる)。
み－ｍｉｚ［名］目。物を見る働きを有する器官｡っふうみ－（黒目)｡っすみ_（白目)。⑳
み－ぬどうばいかい（目が悪い)。⑳ひんなみ_ひ－ひとう－み－な(変な目で人
を見るな)。’よかいいみ_（秤の目)。たたみいみ－（畳の目)。ただし、「ひどい目に会
う」「目も当てられない」などの表現はない。
み－ｍｉｘ［名］実。中身。花が咲いた結果できる丸い形のもの。ないとも言う。またみそ
汁などに入れる野菜。肉などのこと。⑳んつす－んかいみ－ゆいりい（みそ汁に中
身を入れる)。
み－ｍｉｘ［名］身｡生命体としての体｡み－んしみい(身にしみる)｡⑳ぎじゅつちゆみ－
んちぃきる（技術を身につけろ)。
み－ｍｉｘ［名］巳。十二支の一つ。十二支の第六。南々東の方角、時間では午前九時から
二時間を指す。みどうしぃ（巳年)。
み_ｍｉｚ［名］芽。種や植などの先や－部がふくらみ、後に葉や茎に成長するもの。き_
ぬみ－（木の芽)。⑳み－ぬどういでい－うい（芽が出ている)。
み－ｍｉｘ［名］穴｡小さな穴、はいいみ－(針の穴)。ばりみ－(破れ目)。⑳み－ゆとう－
しぃ（(針の）穴を通す)。
み－ｍｉｘ［名］三。この次の数。てい－（－つ)、た－（二つ)、み－（三つ)、ゆ－（四
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つ)、いちい（五つ)、む－（六つ)、なな（七つ)、や－（八つ)、くく（九つ)、とう－
（十）と数える時、用いる。
み－ｍｉｘ［名］～の中。場所を意味する形式名詞。き－ぬみ－(木の生えている中)。⑳や
まぬみ－んかいはいり－はい（山の中に入って行く）。
み－－mix－［接頭］雌。雄の反対語。びき(雄)の対。み－どうい(雌鶏)、み－が一ら(雌
瓦)。
み－－mix－［接頭］新。新しいを意味する接頭語。み－むぬ(新しいもの)。み－や－(新
しい家)。み－ふうに（新しい船)。み－いあら（新しい鎌)。
-み－ｍｉｘ［接尾］形容詞の語幹について､いかにもそうであるとの意味を表す｡あうみ－
（臆病)。
み－あやまいmizajamai［動］見誤る。見間違う。そのものを見て、間違った判断を行
う。⑳き_ゆまじぃむいてい_み－あやまい（木を幽霊と見誤る)。
み－あらかんmixarakaU［形］目が粗い。網などの目が普通より大きい様子｡⑳くいあ
んなみ_あらかん（この網は目が粗い)。
みいｍｉｉ［動］見る。目でその存在を確める。⑪むぬ－みい（ものを見る)。補助動詞
としても用いる。⑳くいか一つすふあいみ_る（この菓子を食べて見ろ)。
み－うしぃmixuSY［連語］雌牛。受精して子をはらむ方の牛。びきうしぃ（雄牛）の対。
み－うぷいmixubui［名］見覚え。そのものを見て､記憶すること。⑳み－うぶいやひ－
びんきよ－ゆあしぃ（見覚えをして勉強をする)。
み－かmixka［名］三日。月の第三番の日。また日の数が三つ有ること。み－かぬひ－(三
日の日)。ちぃいたちぃ（一日)、ふうちいか（二日)、み_か（三日)、ゆ－か（四日)、
いちいか（五日)、むいか（六日)、ないか（七日)、や－か（八日)、くぐいか（九日)、
とうか(十日）と数える。⑳かいがはり－からみ_かなり－どううい(彼が行っ
てから三日なっている)。
み－かいしぃmixkaisY［動］見返す。くり返し見る。また侮った者に、立派になった自分
を見せる。⑳ひとう－み－かいしぃ（人を見返す)。
み－かたmixkata［名］見方。見る方法。考え方。’よかいいみ－かた(秤の見方)。⑳み－
かたうまざがんてい－あっす（見方を正しくしなさい)。
み－かないmixkanai［名］三日なりて。おとついの前日。さきおとつい。ゆ－かない(さ
きおとついの前日）の次の日。⑳み_かないんどうかりや－はいたい（さきおとつ
いに彼は帰った)。
み－がまmizgama［名］小さい目。また目の小さい者の意。がまは愛称辞、み－は目の
こと。
み－かんmixkaU［形］新しい。これまでと違って新鮮な状態。ふうるかん（古い）の対
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義語。み_や－（新しい家)。み－しいかま（新しい仕事)。⑬ばかちいんなみ－か
ん（ぼくの着物は新しい)。
み－くらびいmixkurabii［動］見比べる。複数のものを比較して考える。⑳くいとうか
いとう－み－くらびい（これとあれとを見比べる)。
み－ぐるぐるてい－mixgurugurutix［副］目をきょろきょろと。⑳むぬ－み－ぐるぐる
てい_とうみい（ものを目をきょろきょろと探す)。
み_じぃなmixdzYna［名］雌綱。綱引きの時、びきじぃな（雄綱）に結びつける方の綱。
⑳み－じぃなうなう（雌綱をなう)。
み－じいるmixdzYru［名］雌弦。三味線の三弦の中ほそい弦。う－じいる（雄弦）の対。
み_じぃんmixdzYU［名］新しい着物。今までと違って、新鮮な着物。ふうるじいん（古
い着物）の対義語。
み－だ－うmixdaxu［名］新しい道具。ふぅるだ－う（古道具）の対。
み－だちぃmixdatSY［名］寡婦。未亡人。夫に先立たれた女性。びきだちぃ（妻に先立た
れた男）の対。
み－だるmixdaru［名］目だる。目蓋がたれさがって眠そうなこと。またその者。
み－だるかんmixdarukaU［形］目がだるい。目が疲れてだるい。⑪しゅむつちゅゆん
ていが－み－だるかん（本を読んだら目がだるい)。
み－ちぃmixtSY［名］三つ。二の次の数。ひてい_ちぃ（－つ)、ふうた－ちぃ（二
つ)、み－ちぃ（三つ)、ゆ_ちぃ（四つ)、いちいちぃ（五つ)、ん_ちぃ（六つ)、なな
ちぃ（七つ)、や－ちぃ（八つ)、くぐいちぃ（九つ)、とう_（十）と数える。
み－ちぃかさにmixtSYkasani［名］三つ重ね。重箱のようなものを三つ重ねること。
み－ちいきmixtSYki［名］見付け。見つけておくこと。草刈りをする人が、草のよく刈れ
る所を見つけておくことなどに用いる。
み－ちぃきいmixtSYkii［動］見つめる。じっと見る。一つのものに目を注いで見る。⑳ひ
とうぬみはなうみ_ちぃきい（人の顔を見つめる)。
み－ちぃぱいmixtsTbai［名］三つ割り。三つに割ること。⑩み_ちぃぱいひ－ばきる
（三つ割りにして分けなさい)。
み－ちいむぬmixtSYrnunu［名］目つきもの。目の中に入ったほこりやごみのこと｡⑳み－
ちいむぬいみ－んかいはいり－やんむぬ（ごみが日に入って痛い)。
み－ちゃぎかんmixtlagikaO［形］恰好悪い゜卑しい。下品である。み－ちゃぎびとう（恰
好悪い人)。⑳み－ちゃきかいばあいぬかっこ－ゆあしいな(下品だから、そうい
う恰好はするな)。
み－ちゃぎびとうmixtlagibitu［連語]卑しい人。下品な者。⑳み－ちゃぎびとう－ぎゃ－
いりいな（下品な者は入れるな)。
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み－ちゃぎむぬmiztlagimunu［連語］卑しい者。下品な者。
み－ていないmixtinai［名］一昨年。昨年の前の年。昨年はくじゅと言う。また一昨々年
はゆ－ていないと言う。
み－とうじぃmixtudzY［名］新妻。新しい女性の配偶者。み－ぶとう（新しい夫）の対。
み－どうしぃmixduSY［名］新年｡新しい年｡⑳み_どうしいんないていが－たびゅ－
ふでぃ（新しい年になったら、旅をしよう)。
み－な、ixna［名］（植）にら。畑につくる多年草で、強い臭気がある。食用。ユリ科の
植物。
み－ならいmixnarai［名］見習い。見習うこと。⑳み－ならいやひ－しいかまうう
ぶいい（見習いで仕事を覚える)。
み－ならうmixnarau［動］見習う。上手な人の様子をよく見て、その技術などを体得す
る。
み－なりmixnari［名］見`慣れ。見'慣れること。何回も見てその内容を知ること。⑳しい
かまうぎゃ－み－なりひ－うぶいる（仕事は見I慣れで覚えろ）
み－なりい、ixnarii［動］見』慣れる。何度も見て、その内容を知る。⑳み－なりんぬ－
まいどううい（見’慣れない馬がいる)。
み－なりちいちいなりmixnaritSYtsYnari［連語］見`慣れ聞き慣れ。何回も見たり聞いたり
して、その内容を知ること。⑳み_なりちいちいなりひ－あしぃかたうしいい（見
｣慣れ聞き慣れでやり方を知る)。
み－ぬ－まmixnuxma［名］雌馬。受精によって子を生むことのできる馬。びきぬ－ま(雄
馬）の対。⑳み－ぬ_まうちぃかなう（雌馬を飼う)。
み－ぬしいるmixnuSYru［名］目の汁｡涙と違う、目から生理的に出る液体｡⑳み－ぬしい
るぬいでいい（目の汁が出る)。
み－ぬつすmixnussu［名］目のくそ。目やIこのこと。目から出る黄色い粘液｡⑳み－ぬつ
す－とうい（目やIこを取る)。
み－いつすいmixnussui［名］目薬。目につける薬。⑳み－ぬつすいゆちぃきい（目薬
をつける)。
み－ぬなだmixnunada［名］目の涙。涙。強い感動のため、目から出る液体。単になだと
も言う。⑳み－ぬなだうふうちぃ（涙を拭く）。
み－ぬまいmixnumai［名］目の前。眼前。見ている方向のかなり近いところ。⑳み－ぬ
まいんかいまじいむぬいいでい_ふうう（目の前に幽霊が出て来る)。
み－ばつしmixbalIi［名]見忘れ。前に見たことを忘れ、それを見ても思い出さなくなるこ
と。⑳とうっさとういみ－ばつしばか－いひ－うい（年をとり、見忘ればかり
している)。
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み－ばつしい、ixballii［動]見忘れる。以前見たことを忘れて、それを見ても思い出さなく
なる。
み－びきmixbiki［名］雌雄｡雄雌｡動物の性の違う両方｡⑳くいいんいみ￣びきや￣
なうやいば（この犬の雄雌は何かね)。
み－ひ－きmixeixki［名］小さな穴。すきま。節穴などのような小さな穴。
み－ひ－きでいんmixCixkidiU［名］穴のあいた金。五円玉や五十円玉などを指す。み￣ふ
ぎでいんとも言う。硬貨はかにでいん、紙幣はかび－でいんと言う。
み－ひんじゃmixQind3a［名］雌山羊。受精して子を生む山羊。びきひんじゃ（雄山羊）
の対。
み－ふうぐみやmixfugumja［名］目のへっこんだ者。
み－ふうぐんmizfuguU［名］目がくぼむこと。またその人。み－ふうぐみやとも言う。
み－ふぎmix`ugi［名］貫通している小さな穴。節穴などのような穴。
み－ふぎでいんmix`ugidiU［名］穴のあいた金。五円玉や五十円玉など。み－ひ－きでい
んとも。
み－ぶとうmixbutu［名］新夫。新しい男性の配偶者。み－とうじぃ（新しい妻）はその
対義語。⑳み－ぶとう－とうみい（新しい夫を見つける)。
み－まいｍｉｘｍａｉ［名］新米。今年収穫して初めて市場に出された米。ふうるまい(古米）
の対。
み－まちいがいmixmatslgai［名］見間違い。間違った形で見ること。⑳かりや－ばが
み－まちいがいどうあたい（あれはぼくの見間違いであった)。
み－まちいがいいmixmatSYgaii［動］見間違える。間違った内容で見る。
み－むくmixmuku［名］新婿。花婿。今度結婚する、またはしたばかりの婿。み－ゆみ
（新嫁）の対。
み－むぬmixmunu［名］見物。祭りや運動会など、見る価値のあるもの。⑳み￣むぬ￣
み－がいかでぃ（見物を見に行こう)。
み－や－mixjaX［名］新家。新しい家。⑪み－や－んくらしい（新しい家に暮らす)。
み－やしいかんmixjaSYkaU［形］見やすい。そのものの内容がよく分かる状態。⑳くまか
たからどうみ－やしぃかい（この方向からが見やすい)。
み－やんmixjaU［名］目病。目の病気。目に異常が生じ、苦しく感じること。⑳み_やん
ひ＿んじゃんかいまいいかいん（目の病気でどこへも行けない)。
み－やんかいmixjaUkaU［形］目が痛い。目に異常が生じ、痛く感じる状態。⑳み－やん
なひ－み_やんかん（目の病気で目が痛い)。
み_わ－miXwaX［名］雌豚。受精して子を生む、太って鼻の先が平たい動物。家畜の一
つで、肉は食用。びきわ－は雄豚のこと。
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み－わくmixwaku［名］（新)迷惑。その人の行為が相手に対して困るようなこと。⑳ひ
とうんみ－わく一かきいな（人に迷惑をかけるな)。
み－んちぃmixntSY［名］新道。新しい道。新しくできた道路。ふうるんちぃは古い道の
こと。
みうくいmiukui［名］見送り。そのものが視界から去るのを注意して目で追うこと。⑳
きゅ－やみうくいぬどうあい（今日は見送りがある)。
みうくいmiukui［動］見送る。そのものが視界から去るのを注意して追う。⑳たびんか
いぬひとう－みうくい（旅への人を見送る)。
みうさみmiusami［名］見納め。それを見るのが最後であること。⑳うぬしばいや
きゅ_ひ－みうさみ（その芝居は今日で見納めだ)。
みうとうしぃmiutuSY［動］見落す。うっかりして見ることが出来ないでしまう。⑳かい
がな－ゆみうとうしぃ（彼女の名前を見落す)。
みうぶいmiubui［名］見覚え。前に見たそのものの記憶。⑳うぬむぬんなみうぶい
やにや_ん（そのものには見覚えはない)。
みうるしぃmiurusY［動］見下ろす。高い所からを見渡す。⑳き－ぬはなからじぃ－
ゆみうるしぃ（木の上から地面を見下ろす)。
みが－migaz［名］目蓋。目の上を覆っている皮。目蓋に傷のある者にも使う。⑭みが－
ぬどうふうくり_うい（目蓋がはれている)。
-みかしい－mikasY［接尾］めかす。擬声語などについて、動作がくり返されることを表
す。がんみかしぃ（ガンガンする）
みかじぃちぃmikadzYtSf［名］三日月。三日前後の弓形の細い月。⑳みかじいちいぬい
でいい（三日月が出る)。
みかたmikata［名］（新）味方。自分に協力し属する人。ていき（敵）の対義語。ていき
みかた（敵味方)。⑳かりや－ばんていがみかた（彼はぼくらの味方だ)。
みがちぃmigatSY［名］磨き。こすって艶を出し、きれいにすること。｜よ－みがちぃ（歯
磨き)。⑳みがちいぬどうたら－ん（磨きが足りない)。
みがちぃmigatsY［動］磨く。こすって艶を出し、きれいにする。⑳くつちゅきちぃぎ
んみがちぃ（靴をきれいに磨く）。
みかにい、ikanii［動］見兼ねる。平気で見られない気持になる。⑳つふあうみかに－
たしいきい（子供を見兼ねて助ける)。
みがわりmigawari［名］（新)身代り。人に代わって、その人のしようとしたことをする
こと。⑳ひとうぬみがわりんない（人の身代りになる)。
みぐいmigui［名］（新）めぐり。回って元の所へ帰ること。しいまみぐぃ（島めぐ
り)。まわりとか周囲とかの意味はない。
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みくいmigui［動］（新）めぐる。回って元の所へ戻る。⑳しいまうみぐい（島をめぐ
る)。
みぐすいmigusui［名］目薬。目の病気を治すための薬。み－ぬっすいとも言う。⑳みぐ
すいゆみ－んかいいりい（目薬を目に入れる)。
みぐとうmigutu［名］見事。結果や出来ばえが立派であること。みぐとうなかんがい(見
事な考え)。⑳かいがむぬいやみぐとう（彼の言葉遣いは見事だ)。
みくらmikura［名］（新）盲人。目が見えない人。
みぐるmiguru［名］見頃、見るのにちょうどいい時期。
みくんmikuU［名］見込み。そうなることが確実と思われること。⑳あいぬみくんな
にや－ん（そんな見込みはない)。
み〈んmikuU［動］見込む。そのことが確実だと期待する。⑳ひとうぬはーさあちい
まいはじいてい_みくん（人がたくさん集まるだろうと見込む)。
みぐんmiguO［動］（新）恵む。情をかける。⑳むぬ－みぐみ－ふいーさまち（もの
を恵んで下さい)。
みさぎいmisagii［動］（新)見下げる。相手を自分より下に見る。⑳ひとう－みさぎい
な（人を見下げるな)。
みさだみいmisadamii［動］（新）見定める。見て確める。⑳ひとうがらうみさだみい
（人柄を見定める)。
みじぃmidzY［名］水。川を流れたり、海にたたえられたりする液体。あまみじぃ（雨
水)。すからみじぃ（塩水)。はなみじぃ（鼻水)。⑳みつじゅぬん（水を飲む)。
ただし、「水を差す」・「水が入る」など円滑な交流のじゃまになるとの意味はない。
みじぃあす－midzYasux［名］水遊び。川や海などで泳いだりして過ごすこと。⑳みじぃ
あす－やひ－どうしいんない（水遊びをして友達になる)。
みじいあみmidzYami［名］水浴び。水を体にかけたりしてきれいにすること。⑳あちい
かいとうきやんなみじいあみぬどうじやうかい（暑い時には水浴ひがいい)。
みじいあっぶあmidzYavva［名］水油｡液体の髪につける油｡燈油の意味はない｡⑳みじい
あっぶあうあかんかいまみい（水油を髪につける)。
みじいあみmidzYami［名］水飴｡でんぷんに麦芽を加えてつくった液状の食品｡⑳みじい
あみゅ－ふあう（水飴を食べる)。
みじぃあらいmidzfarai［名］水洗い｡水だけで洗って汚れを落とすこと｡⑳ちいんいみ
じぃあらいゆあしぃ（着物を水洗いをする)。
みじぃいりmidzfiri［名］（新)水入れ。水を入れておく小さな容器。⑳みじいいりんか
いみつじゅいりい（水入れに水を入れる)。
みしいmilii［動］見せる。人が確認できるように示す。⑳ばがかちいたい
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しゅむつちゅみしい(ぼくが書いた本を見せる)。補助動詞としても用いる。実現し
てやるという強い意志を示す。⑳ご－かく－ひ－みしい（合格して見せる)。
みじいが－きmidzrgaxki［名］水渇き。のどが渇くこと。⑭みじいが－きひ－
みじいぬふしいかん（水渇きで水がほしい)。
みじいがさmidz垣asａ［名］水痘瘡｡紅色の発疹で､その中に黄色の液体を持つ｡⑳みじぃ
がさぬいでいい（水庖瘡が出る)。
みじいかたみやmidzYkatamja［名］水担ぐ者。水を汲み担ぐ者。水を汲み担ぐことを専
門にしている者。
みじいがみmidzrgami［名］水がめ。水を入れるためのかめ。上水をたたえる貯水池の意
味では用いない。
みしいぎなmisIgina［名］しゃもじ。飯杓子。ご飯を茶椀に移すために平たくつくった道
具。しいるぎな（玉杓子）の対義語。⑳みしいぎなひ_まいゆいりい（しゃもじで
ご飯を入れる)。
みじいぐるまmidzrguruma［名］水車。粉ひき用などの水車。⑳みじいぐるまいま－
い（水車が回る)。
みじいたぐmidzYtagu［名］水桶。水を入れ運ぶための桶。し_るたぐは、水肥を入れる
ための桶の意味。⑳みじいたぐ－かたん（水桶を担ぐ)。
みじいたまmidzYtama［名］水玉。玉のように丸くなった水滴｡⑳あしぬどうみじいた
まぬよ_んいでい－うい（汗が水玉のように出ている)。
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